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神 保 郎
これは全体で8巻からなる膨大な著書の最初の 2巻である。経済学にどんな数学が必要
であるかは，甚だ難しい問題である。私が経済学を始めた頃は，微分が主で，それに少々
の積分や微分方程式の知識があれば十分であった。このシリーズでは少なくとも学部や大
学院の学生が経済学を学ぶ時に遭遇するであろうと思われる全てを一応カバーしているよ
うに思われる。とは言え，経済学に使用される数学の分野は時々刻々と変化していて，最
近出版された PeterBerck & Kmet SydeaeterのEconomists'MathematicalMam叫のよ
うな経済学に使用された数学の公式集ですら1991年に第 1版が出たかと思った矢先， 1992
年には第2版が出ると言った具合である。それでいて私などが利用する数式は殆ど出てい
なくて，あまり役にたたない。困るのは数学が分からなければ，日本語の文献すら読みこ
なせない点である。新しい数学の使い方に，色々な批判があるが，もし理解出来なければ，
その批判すら出来ないのである。経済理論が日進月歩である限り，それを追う者も一日の
休息も許されないのである。ここでこのような著書が出版されたのは，学生にとっては総
合的に経済学と数学の関係が勉強できるし，すでに通過した我々のような者にとっては，
幾千もある定理を思い出し，忘れないようにするのに大いに役に立つであろう。
同じような内容のものであっても経済理論の著書は理論の簡単なものから複雑なものヘ
と順に並んでいるが，『経済数学」と名付けられた著書は数学の簡単な基礎的なものから複
雑なものへと並べられている。ここでは経済学から多くの例が採られているが，殆どが何
の予備知識を必要としない。ただし著者が「はしがき」で述べているように，経済学に関
する話題は数学の応用例として興味あるものを挙げてあるので，必ずしも重要なものでは
ない。また，数学書の場合，それが前提としている数学的予備知識が重要であるが，著者
は高校卒業程度を前提としているとの事である。しかし，多くの著書が高校の数学を前提
としているが読んだところでは，この書物は中学程度の数学的知識があれば十分に理解で
きるものと考えられる。この事は重要である。何故ならば，中学程度の数学の多くは日常
69 
70 闊西大学「経清論集j第45巻第 1号 (1995年5月）
の生活に密接に結びついており，常に使用するから，忘れる事が少ないのである。少し数
理的論理に慣れている人であれば，この書物もあまり抵抗なしにfollowして行けるであろ
う。
第 1章は「予備的考察」となっていて著者は高校数学の復習と述べているが，「§1基本
的な推論形式」では背理法，数学的帰納法などの証明方法の基礎が出てきて，以下の証明
問題を解く上に大いに助けになる。「§4関数」では普段親しみのない指数関数，対数関数，
三角関数などが具体的に丁寧にグラフも使って説明してあるので，便利である。
第2章は「行列式」で連立方程式の解を求めるのに必要な Cramerの公式が中心となっ
ている。多くの類書では比較的簡単に済まされている「Laplace展開」は行列式の展開を中
心として比較的分かりやすい説明になっている。
第3章は「ベクトル」である。ここではベクトル空間の公理系の述べ，それを満たして
いるものがベクトル空間であるとする通常の方法を踏襲しているが，図や簡単な数式の計
算を多くあげて，この空間の性質に慣れさせるのに主力を注いでいるように見える。トポ
ロージー的なやや難解な議論は，第3巻に譲っていてここでは出来るだけ避けて通ってい
る。「§4線型独立，線型従属」では固い定義が続くがp.170の〔例2〕でベクトル a,, ll!, 
…, Umは線型独立であるとし
b1 =alla1 +a12a.+・・・十a1mllm
b., = a21 a1 + a22a. +・・・十a2mllm
bm=otm1aけ— Olm2tZi+ ・・・十 Olmmam
とおいた場合，
all«12•••••• ≪1m 
≪21≪22・・・・・・ ≪2m 
キ〇... . ..
≪m1≪m2・・・・・・ ≪mm 
であれば．似似…， bmは線型独立である．などは〔例〕と言うよりも，定理の昇格し
ておいた方が，方程式を解くと言った点から見れば良いのではないか。「§5ベクトル空間
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の次元と基底」では丁寧に基底と次元の関係が説明されていて，分かりやすい。
第4章は「行列」である。行列式を先にもってきたのは，恐らく計算などを通じて長方
形に並べられた数字の操作に慣れさせる為であろう。ここでは Rm空間から Rnへの線型写
像の手段としての行列を述べた後，種々のその性質を紹介している。次に行列と先に説明
した行列式の関係がベクトルの概念を用いて説明され，逆行列，直交行列に関する多くの
定理が紹介される。「§16固有値，固有ベクトルの性質」では固有値に纏わる色々な定理が
証明され，固有空間の性質が議論される。
第5章は「 2次形式」となっていて，経済学では最適解の十分条件を求める時は，ほと
んどが或る種の 2次形式の符号に関する条件との関連で議論されているので重要である。
ここでは初めから 2次形式を述べるのではなく対称行列が直交行列を適当にえらぶことに
よって常に対角化できるのを証明したうえで，これを基礎として条件付き正値・ 負値，正
則変換による標準化などを論じている。このあたりの議論は多くの経済数学の書物では結
論だけを利用し紹介するので，ここでの意義は大きい。
第6章の「ベクトルと幾何学」では，今までの各章がそれ以前の知識の綿密な積み上げ
の上に成り立っていて，息が詰まる感じがするが，ここでは図を可なり使い， トポロジ一
的な議論の整理に当てられている。重心，直線の方程式，方向余弦，法線ベクトルなどが
ここで新たに導入された概念であり， 3次元空間と数式ー特に行列式ーとの関係が図と数
式で関係付けられている。結局はn次元空間の議論へと一般化され，「第7章 ベクトル空
間と線型写像」に導かれる。ここでは一般的な写像によって 1つの空間がどのように移動
されるか考察し，核・逆像について議論したのち，再び線型写像に帰って，同型写像•恒
等変換を利用して線型写像の行列表現と表現行列を述べている。
第8章では完全にトポロジー的分析が表面に出てきて，どちらかと言えば， stepby stゅ
で慎重に進められてきた議論が，急勾配で進展して読者を驚かせるかも知れない。ここの
表題は「線型変換の構造一正方行列の標準化への道」となっていて， §1ベクトル空間の直
和， §2基底の変更に伴う表現行列の変化， §4固有空間， §I3Jordan標準形と数学的フレイ
バーの強い議論が続いている。ここは次の第3巻「線型代数と位相」の予備部門と理解す
べきであろう。
経済学にどの様な数学が利用されるか，またどのような所まで述べれば，多くの著書論
文を自由に読みうるに十分な知識を供給できるかは難しい問題であるが，この 2巻では一
応その基礎が与えられるものと考えられる。経済数学の書物は経済学者によって書かれた
ものと数学者によって書かれたものとあるが，どちらかと言えば経済学者によって書かれ
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たものは数学的厳密さではやや欠けるがその方が読みやすい。また数学者が書いたものは
厳密性を十分に満たしているものが多いが，経済学を学ぶものにとっては，不必要な数学
的議論がある。その点，この書物の著者は過去の経験を十分生かし，両者の長所を兼ね具
えているように思える。
数学の書物ではミスプリントは通常の書物よりも罪が重いと考えられる。何故ならば，
通常の書物であれば前後の関係からミスプリントを見つけられるが，数学の場合まった＜
別の意味を持つからである。気が付いたものは以下の通りである。
p.111の（問 1)最後の行列式 l31はa,3,P.113の〔性質 3〕の最初の行列式の l1はa,2,
p.171の 3 行目（証明）に続く数式の文字「・・• +/3m四」は「危bm」,p.194下から 3行目
真ん中のくa1a,a>はくa1a,a>, p.238 1 行目の行列の直ぐ下の行「互辺の積」は「~辺
の積」， p.313の「§2 対称行列の対角化」のすぐ上の行の真ん中 Xげふの最初の文字が普
通のアルファーベットとなっているがボールド体であろう。
（岩波書店．上巻1994年5月刊, B 5版， 310ペー ジ， 3,800円
下巻1994年7月刊, B 5版， 311~612ページ,3,800円）
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